


市 議 会 だ よ り

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果

市認第１号 伊東市税賦課徴収条例
の一部を改正する条例
専決処分の報告承認に
ついて

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う条例改
正について、令和２年３月31日に専決処分を行ったこ
との報告承認

市長 全会一致
で承認

市認第２号 伊東市都市計画税賦課
徴収条例の一部を改正
する条例専決処分の報
告承認について

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う条例改
正について、令和２年３月31日に専決処分を行ったこ
との報告承認

市長 全会一致
で承認

市認第３号 伊東市国民健康保険税
条例の一部を改正する
条例専決処分の報告承
認について

地方税法施行令等の一部を改正する政令の施行に伴う
条例改正について、令和２年３月31日に専決処分を
行ったことの報告承認

市長 全会一致
で承認

市議第１号
討論

令和２年度伊東市一般
会計補正予算（第２号）

新型コロナウイルス感染症に係る感染防止対策及び市
内緊急経済対策に関する経費の追加

市長 全会一致
で可決

※「専決処分」についての解説は５ページをごらんください。

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果

市認第４号 令和２年度伊東市一般
会 計 補 正 予 算 （ 第 ３
号）専決処分の報告承
認について

国の新型コロナウイルス感染症緊急対策に関連した特
別定額給付金事業などに係る一般会計補正予算69億
5,862万2,000円の増額について、令和２年５月１日に
専決処分を行ったことの報告承認

市長 全会一致
で承認

市議第２号
討論

伊東市特別職の職員の
給与の特例に関する条
例

新型コロナウイルス感染症による市内経済への影響
や、本市の財政状況を考慮し、特別職（市長、副市長及
び教育長）の給与の減額の特例に関する条例を制定

市長 全会一致
で可決

市議第３号 令和２年度伊東市一般
会 計 補 正 予 算 （ 第 ４
号）

特別職の職員の給与の特例に関する条例の施行に伴う
特別職の給料及び手当の減額と、一般会計補正予算(第
２号)に続く市内緊急経済対策を計上し、２億9,000万
円の増額

市長 全会一致
で可決

発議第１号 新型コロナウイルス感
染症対策特別委員会設
置について

新型コロナウイルス感染の拡大による市民生活及び地
域経済への影響及び対策に関する調査を目的とした特
別委員会の設置

議員
10名※

全会一致
で可決

※各会派代表者及び会派に所属していない議員全員

令和２年４月28日臨時会
審議した議案等

令和２年５月15日臨時会
審議した議案等
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市 議 会 だ よ り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
現

在
、
先
が
見
え
な
い
と
い
う
不

安
を
払
拭
し
、
住
民
同
士
の
ト

ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
に
は

市
長
の
強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
必
要
で
あ
る
。
今
こ
そ
、

こ
う
い
う
伊
東
の
ま
ち
に
住
み

た
い
と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
か
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
、
賛
成
す
る
。

　
厳
し
い
立
場
に
あ
る
市
民
と

思
い
を
共
有
す
る
た
め
に
特
別

職
の
給
与
を
減
額
す
る
特
例
条

例
で
あ
る
。
特
別
職
に
市
民
の

痛
み
を
追
体
験
し
て
も
ら
う
こ

と
自
体
に
意
味
は
な
い
と
言
え

る
が
、
救
済
が
必
要
な
市
民
に

適
切
な
施
策
を
提
示
し
速
や
か

に
執
行
す
る
行
政
の
責
任
と
い

う
特
別
職
の
意
志
が
、
質
疑
を

通
じ
確
認
で
き
た
こ
と
を
も
っ

て
本
条
例
案
に
賛
成
す
る
。

　
今
年
一
月
、
我
が
国
で
最
初

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
感

染
は
瞬
く
間
に
全
国
的
に
広
ま

り
、
四
月
に
は
政
府
が
緊
急
事

態
宣
言
を
発
出
す
る
な
ど
、
未

曽
有
の
事
態
が
市
民
生
活
に
影

を
落
と
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
、
市
民
生
活
及
び
市

内
経
済
に
与
え
た
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
く
、
社
会

経
済
活
動
の
本
格
的
な
回
復
の

目
途
も
立
た
な
い
状
況
に
鑑
み
、

本
市
議
会
で
は
、
五
月
一
五
日

臨
時
会
に
お
い
て
全
議
員
共
同

で
の
議
案
提
出
に
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大

に
よ
る
市
民
生
活
及
び
地
域
経

済
へ
の
影
響
及
び
対
策
に
関
す

る
調
査
を
目
的
と
し
て
、
特
別

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
委
員
会
の
名
称

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
特
別
委
員
会

●
付
議
事
項

　
一　
感
染
症
対
策
等
に
関
す

る
情
報
の
収
集
及
び
提
供

に
関
す
る
こ
と

　
二　
感
染
症
対
策
等
の
円
滑

か
つ
効
果
的
な
実
施
に
資

す
る
た
め
の
市
当
局
等
へ

の
要
請
及
び
提
言
に
関
す

る
こ
と

　
三　
そ
の
他
感
染
症
対
策
等

に
関
し
、
委
員
会
が
特
に

必
要
と
認
め
る
こ
と

●
委
員
定
数　
七
名

●
委
員
構
成

　
委
員
長　
井
戸
清
司
議
員

　
副
委
員
長　
鳥
居
康
子
議
員

　
委　
　
員　
佐
藤　
周
議
員

　
　

  

〃　
　

 

杉
本
一
彦
議
員

　
　

  

〃　
　

 

佐
藤
龍
彦
議
員

　
　

  

〃　
　

 

鈴
木
絢
子
議
員

　
　

  

〃　
　

 

浅
田
良
弘
議
員

会派構成は10ページをごらんください

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

※
活
動
の
経
過
及
び
六
月
定
例
会
に

お
け
る
中
間
報
告
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
二
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。

臨
時
会
本
会
議
で

行
わ
れ
た
討
論（
要
旨
）

市
議
第
一
号

《
賛
成
》 

石
島
茂
雄
議
員

市
議
第
二
号

《
賛
成
》 

清
和
会

市内において、議員が次の行為を行うことは
公職選挙法で禁止されています。

ご理解とご協力をお願いいたします。
■答礼のための自筆によるものを除き、年賀状等、時候のあいさつ状を
　出すこと
■有料のあいさつ広告を出すこと
■政党、その他の政治団体や親族に対するものを除き、寄附をすること

　※寄附には、お歳暮やお年賀なども含まれます。

こ
と
ば
の
解
説

常
任
委
員
会

　
議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
議

案
の
、
よ
り
詳
細
な
審
査
及

び
所
管
事
務
調
査
等
を
行
う

た
め
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　
伊
東
市
で
は
条
例
に
よ
り
、

総
務
、
観
光
建
設
、
福
祉
文

教
の
三
つ
の
常
任
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
議
員
は

三
委
員
会
の
い
ず
れ
か
に
所

属
し
て
い
ま
す
。

特
別
委
員
会

　
常
任
委
員
会
は
常
設
の
組

織
で
す
が
、
そ
れ
に
対
し
て

特
別
委
員
会
は
、
特
定
の
事

柄
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
調

査
や
審
査
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
き
に
、
議
会
の
議
決
に

よ
り
臨
時
的
に
設
置
さ
れ
る

も
の
で
す
。

寄附
行為や

あいさつ状の禁止について
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市 議 会 だ よ り

令和２年６月定例会

35件の議案等を審議、決定
６月定例会を６月15日から６月26日までの12日間の会期で開会しました

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果

市報第１号 令和元年度伊東市一般
会計予算繰越明許費繰
越し報告について

令和2年3月定例会において議決された繰越明許費のう
ち、一般市道整備事業など、14事業、5億5,747万5,000
円を令和元年度から令和2年度に繰り越したことの報告

市長 質疑のみ
で採決
なし

市報第２号 令和元年度伊東市水道
事業会計予算繰越し報
告について

地方公営企業法の規定による建設改良費の繰り越しで、
池地区配水管布設工事など、3事業、3,496万3,000円を
令和元年度から令和2年度に繰り越したことの報告

市長 質疑のみ
で採決
なし

市議第４号 伊東市税賦課徴収条例
等の一部を改正する条
例

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う改正で、
個人市民税において、ひとり親控除創設等に係る規定の
整備等を行うもの

市長 全会一致
で可決

市議第５号 伊東市都市計画税賦課
徴収条例の一部を改正
する条例

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う改正で、
浸水被害軽減地区の指定を受けた土地に係る課税標準の
特例(わがまち特例)が新設されたことによるもの

市長 全会一致
で可決

市議第６号 伊東市放課後児童健全
育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める
条例の一部を改正する
条例

放課後児童健全育成事業の設備及び設置に関する基準の
一部を改正する省令が施行され、放課後児童支援員が修
了すべき研修の施行者に中核市の長が追加されたことに
伴う改正

市長 全会一致
で可決

市議第７号 伊東市介護保険条例の
一部を改正する条例

令和2年度からの消費税率10%の通年実施に伴い、保険
料軽減を完全実施するため、介護保険料第1段階から第3
段階に相当する第1号被保険者の保険料について定める
もの

市長 全会一致
で可決

市議第８号 伊東市子育て支援医療
費助成条例の一部を改
正する条例

子育て支援医療費助成における2歳から18歳までの通院
に係る1回500円、月4回までの自己負担を廃止し、完全
無償化とするもの

市長 全会一致
で可決

市議第９号 伊東市国民健康保険税
条例の一部を改正する
条例

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、低未利
用土地等の譲渡に対する長期譲渡所得の特別控除が創設
されたことから、国民健康保険税の算定及び軽減判定に
用いる総所得額に反映するよう、所要の改正を行うもの

市長 全会一致
で可決

市議第10号 伊東市新型コロナウイル
ス感染症に感染した被保
険者等に対する傷病手
当金の支給に関する条
例

新型コロナウイルス感染症に感染した国民健康保険被保
険者に、傷病手当金を支給するための条例制定

市長 全会一致
で可決

市議第11号 伊東市後期高齢者医療
に関する条例の一部を
改正する条例

新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る
傷病手当金の支給について、静岡県後期高齢者医療広域
連合の条例が改正されたことに伴い、申請書の受付事務
を本市において行うための改正

市長 全会一致
で可決

市議第12号 伊東市病院事業の設置
等に関する条例の一部
を改正する条例

外来医療の機能分化の推進を図ることを目的に、保険医
療機関及び保険医療養担当規則等が改正されたことによ
り、特定初診料について現行の3,000円から5,000円に改
定し、特定再診料について新たに2,500円を設定するもの

市長 全会一致
で可決
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市 議 会 だ よ り

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果

市議第13号 伊東市立学校設置条例
の一部を改正する条例

川奈小学校と南小学校の統合に関し、統合後の校名を
「南小学校」とすることに伴う改正

市長 全会一致
で可決

市議第14号 伊東市学校給食共同調
理場条例の一部を改正
する条例

現在、単独調理場として運営している門野中学校を、令
和２年度２学期から池小学校との共同調理場とすること
等に伴う改正

市長 全会一致
で可決

市議第15号 伊東市消防団員等公務
災害補償条例の一部を
改正する条例

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の
一部を改正する政令の施行に伴う改正で、非常勤消防団
員に事故が発生した場合の補償基礎額を改めるととも
に、用語の整理を行うもの

市長 全会一致
で可決

市議第16号 伊東市農業委員会委員
に占める認定農業者等
又はこれらに準ずる者の
割合を４分の１以上とす
ることについて

本市においては認定農業者の数が少なく、農業委員会委
員の任命に困難を生じるため、認定農業者等またはこれ
らに準ずる者の割合を４分の１以上とすることについて
議会の同意を求めるもの

市長 全会一致
で可決

市議第17号
討論

令和２年度伊東市一般会
計補正予算（第５号）

新型コロナウイルス感染症の影響により中止や縮小と
なった事業の整理に伴う減額をはじめ、子育て支援医療
費助成事業における医療費自己負担の完全無償化の実
施、市内経済活性化策として市内宿泊助成事業及びプレ
ミアム付商品券事業などを実施するための経費の計上

市長 全会一致
で可決

市議第18号 令和２年度伊東市国民健
康保険事業特別会計補
正予算（第１号）

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策に係る傷病
手当金と、それに伴う県補助金の計上

市長 全会一致
で可決

市議第19号 令和２年度伊東市一般会
計補正予算（第６号）

新型コロナウイルス感染拡大に対応するための国の補正
予算の成立に伴い、ひとり親世帯臨時特例給付金給付に
係る経費と、児童福祉施設や小・中学校等を対象とした
感染拡大防止対策経費を計上し、さらに、第５号補正に
計上した市内宿泊助成事業へ増額を行うもの

市長 全会一致
で可決

市議第20号

～

市議第21号

伊東市功労者表彰につ
いて

故土屋進氏（渚町）、鈴木克政氏（和田） 市長 全会一致
で可決

市選第１号

～

市選第14号

農業委員会委員任命の
同意について

任期満了（令和２年７月19日）に伴う後任者14人の任命の
同意を求めるもの

青木公江氏（玖須美元和田） 伊代野裕二氏（吉田）
太田宏氏（八幡野） 長田直己氏（赤沢）
黒岩秀雄氏（玖須美元和田） 杉本肇氏（宇佐美）
竹安秀人氏（富戸） 土屋光枝氏（荻）
中村隆史氏（鎌田） 日吉義茂氏（富戸）
堀井裕三氏（湯田町） 増井一樹氏（玖須美元和田）
佐藤周氏（八幡野） 杉本憲也氏（宇佐美）

市長 全会一致
で任命に

同意

発選第１号 静岡県後期高齢者医療広
域連合議会議員の選挙

有効投票20票のうち、土屋秀明氏0票、佐山正氏18票
渋谷英彦氏0票、高木理文氏2票

ー ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
市
の
財
政

が
厳
し
く
な
る
事
が
予
想
さ
れ

る
中
、
今
年
度
計
画
し
て
い
た

様
々
な
事
業
が
延
期
に
な
る
事

は
理
解
す
る
。
し
か
し
、
市
民

運
動
場
人
工
芝
生
化
事
業
等
に

つ
い
て
は
、
本
市
の
将
来
を
考

え
て
い
く
上
で
も
重
要
な
事
業

で
あ
り
、
来
年
度
速
や
か
に
進

め
る
事
を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

本
会
議
で
行
わ
れ
た

討
論
の
概
要
（
要
旨
）

市
議
第
一
七
号

《
賛
成
》
自
民
・
伊
東
新
時
代
。

専
決
処
分

　

行
政
の
停
滞
を
防
ぐ
た
め

の
例
外
的
な
規
定
と
し
て
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
議
会
を
招
集
す
る
い
と

ま
が
な
い
と
き
や
、
議
会
が

成
立
し
な
い
と
き
、
議
会
に

か
わ
っ
て
市
長
が
案
件
を
処

分
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。た

だ
し
、
市
長
が
専
決
処
分
し

た
場
合
に
は
、
処
分
後
初
め

て
開
か
れ
る
会
議
（
臨
時
会

を
含
む
）に
報
告
し
、承
認
を

得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
と
ば
の
解
説

会
派
構
成
は
10
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
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市 議 会 だ よ り

　
町
内
会
、
自
治
会
の
活
動
は
、

本
市
の
底
辺
を
支
え
、
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

に
寄
与
し
て
い
る
も
の
の
、
加

入
世
帯
が
減
少
し
て
い
る
現
状

が
あ
る
。
組
織
維
持
を
図
る
観

点
か
ら
、
地
域
の
課
題
解
決
に

協
力
関
係
が
必
要
な
町
内
会
、

自
治
会
の
加
入
世
帯
数
を
伺
う
。

市
長

加
入
世
帯
数
二
万
二
九
二
世
帯
、

加
入
率
五
七
・
三
％
で
あ
る

　
価
値
観
の
多
様
化
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、

加
入
世
帯
数
は
年
々
減
少
し
、

四
月
一
日
現
在
、
本
市
三
万
五

三
九
〇
世
帯
の
う
ち
、
加
入
は

二
万
二
九
二
世
帯
で
、
加
入
率

は
五
七
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
よ
り
加
入
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
た
「
加
入
促
進
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、
地
域
行

政
連
絡
調
整
協
議
会
と
連
携
し
、

町
内
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
促

進
に
努
め
て
い
く
。

　
市
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備

の
整
備
状
況
を
伺
う
と
と
も
に
、

児
童
・
生
徒
へ
の
一
人
一
台
端

末
の
整
備
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備

は
本
年
度
の
整
備
完
了
を
予
定

　
一
人
一
台
端
末
の
整
備
を
考

慮
し
、
児
童
・
生
徒
が
一
斉
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
し
て
も
支

障
の
な
い
高
速
通
信
環
境
を
構

築
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
年
度
中
に
は
設
備
の
整
備
を

完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
一
人
一
台
の
端
末
に
つ
い
て

は
、
国
庫
補
助
の
前
倒
し
に
伴

い
、
子
供
た
ち
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
の
早
期
実
現
の
た

め
、
本
年
度
中
の
整
備
を
検
討

し
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
四
項
目

　
伊
東
市
議
会
で
は
、
本
会
議

の
録
画
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
議
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
、

お
お
む
ね
一
週
間
後
か
ら
ご
視

聴
い
た
だ
け
ま
す
。

■
ア
ク
セ
ス

伊
東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
↓

市
政
の
情
報

　
↓

市
政
情
報

　
↓

伊
東
市
議
会

　
↓

市
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
放
送

佐
さ
藤
とう
周
しゅう
議員

（正風クラブ）

町
内
会
、
自
治
会
の
加
入

世
帯
数
を
伺
う

国
の
掲
げ
る「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」の
実
現
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
う

一 般 質 問
７議員が登壇し市政全般について質問しました　（登壇順に掲載）

※
表
紙
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、

伊
東
市
議
会
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
ご
ら

ん
い
た
だ
け
ま
す
。

※
こ
の
録
画
映
像
は
伊
東
市
議
会
の
公

式
記
録
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
会
議

の
公
式
な
記
録
は
、
後
日
調
製
さ
れ

る
会
議
録
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

本
会
議
録
画
映
像
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

視
聴
で
き
ま
す
！

「1人1台端末」を生かした学びのイメージ

※
一
般
質
問
の
議
員
写
真
に
、

　
ア
ク
リ
ル
板
が
写
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

臨
時
会
、定
例
会
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
マ
ス
ク
着
用
、
消
毒
液
の

設
置
と
と
も
に
、
議
場
、
委

員
会
室
の
全
て
の
出
入
り
口

と
窓
、
廊
下
の
窓
を
開
放
し

て
換
気
を
促
し
会
議
に
臨
み

ま
し
た
。

　
マ
ス
ク
未
着
用
と
し
た
演

壇
に
は
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置

し
た
上
で
、
発
言
後
は
、
そ

の
都
度
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る

演
壇
の
消
毒
を
実
施
し
ま
し

た
。
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市 議 会 だ よ り
　
本
市
で
は
、
柑
橘
類
よ
り
も

栽
培
に
多
く
の
水
を
必
要
と
す

る
野
菜
類
の
作
付
面
積
や
生
産

量
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
、

農
地
へ
の
水
の
整
備
が
よ
り
重

要
に
な
る
。
水
源
確
保
の
状
況

及
び
今
後
の
農
業
用
水
利
整
備

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

地
域
農
業
者
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
支
援
策
を
検
討
す
る

　
地
域
農
業
者
が
自
ら
水
利
施

設
を
設
置
し
て
い
る
一
部
地
域

を
除
き
、
多
く
の
地
域
で
農
業

用
水
利
施
設
は
整
備
さ
れ
て
お

ら
ず
、
農
業
者
自
ら
が
雨
水
タ

ン
ク
を
設
置
し
た
り
、
川
の
水

を
汲
み
上
げ
て
利
用
し
て
い
る

状
況
は
承
知
し
て
い
る
。

　
近
年
は
多
く
の
水
を
必
要
と

す
る
野
菜
類
の
生
産
が
増
え
、

農
地
に
お
け
る
水
の
需
要
は
高

ま
っ
て
い
る
た
め
、
地
域
農
業

者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
農
業

用
水
利
施
設
の
整
備
支
援
策
を

検
討
し
て
い
く
。

　
少
量
多
品
目
生
産
と
い
う
特

徴
の
あ
る
本
市
の
農
業
の
活
性

化
に
は
、
ま
ず
市
内
で
の
収
益

性
向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
。
販

路
確
保
に
関
し
、
地
産
地
消
へ

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

学
校
給
食
へ
の
、
地
元
農
産
物

の
使
用
を
促
進
し
て
い
る

　
地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
と
の
連
携
を
図
る
中

で
、
学
校
給
食
へ
の
地
元
農
産

物
の
使
用
を
促
進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
あ
い
ら
伊
豆
農
協
が

運
営
す
る
直
売
所
は
、
多
く
の

市
民
や
観
光
客
が
利
用
し
、
地

元
農
産
物
の
消
費
拡
大
や
農
業

者
の
販
路
拡
大
に
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

農
協
や
地
元
の
農
業
者
団
体
の

意
見
、
要
望
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
直
売
所
の
利
活
用
に
対
す

る
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
一
九
項
目

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
小

学
校
に
つ
い
て
は
臨
時
休
業
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、
子
供
を
抱
え
る

就
業
者
を
支
え
る
た
め
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
開

所
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
内
に
お

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
際
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
閉
所
、

開
所
等
の
対
応
は
利
用
者
に

と
っ
て
急
な
も
の
で
あ
っ
た
と

感
じ
た
が
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
と
、
ど
の
よ
う
に
連
携
し
た

の
か
、
ま
た
、
今
後
の
対
応
を

ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の

か
を
伺
う
。

市
長

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
と

相
互
に
連
携
を
図
り
、
利
用
者

に
対
し
迅
速
な
対
応
を
し
た

　
市
内
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
確
認
さ

れ
た
場
合
は
、
本
市
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
会
議
で
決
定
さ
れ
た
方
針
に

従
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

一
時
的
に
閉
所
す
る
こ
と
を
、

令
和
二
年
四
月
一
六
日
付
で
利

用
者
に
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
て

お
り
、
五
月
二
一
日
に
市
内
初

の
感
染
者
が
実
際
に
確
認
さ
れ

た
際
に
は
通
知
の
と
お
り
に
閉

所
と
す
べ
く
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
支
援
員
を
通
じ
て
早
急
に

利
用
者
へ
連
絡
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
、
開
所
に
当
た
っ
て

は
、
小
学
校
の
分
散
登
校
を
確

認
し
た
上
で
、
速
や
か
に
開
所

す
る
こ
と
を
判
断
し
、
閉
所
時

と
同
様
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

支
援
員
を
通
じ
て
、
利
用
者
に

対
し
、
早
急
に
連
絡
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
今
回
の
事
例
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
対
応
に

つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
方
向

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』   

四
項
目

佐
さ
藤
とう
龍
たつひこ
彦議員

（日本共産党）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

市
内
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

際
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う

杉
すぎもと
本憲

かず
也
や
議員

（清和会）

農
地
に
お
け
る
水
源
確
保
の

状
況
及
び
今
後
の
農
業
用

水
利
整
備
に
つ
い
て
伺
う

本
市
の
農
業
の
特
徴
を
生
か

し
た
販
路
確
保
に
関
し
、地
産

地
消
に
向
け
た
取
組
を
伺
う

ブランド化を進めているブランド化を進めている
アイランドルビーアイランドルビー

放課後児童クラブで過ごす時間放課後児童クラブで過ごす時間
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市 議 会 だ よ り
　
佃
前
市
長
の
退
職
金
返
還
請

求
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
一
二

月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
取

り
上
げ
、
こ
の
時
の
答
弁
で

は
、
収
監
先
を
確
認
次
第
、
伊

東
市
行
政
手
続
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
、
速
や
か
に
聴
聞
通
知

書
を
発
送
し
、
聴
聞
手
続
終
了

後
、
令
和
二
年
の
六
月
ま
で
に

は
返
納
命
令
の
通
知
が
完
了
す

る
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
改
め
て
、
現
在
の
行
政
手

続
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

令
和
二
年
六
月
九
日
に
聴
聞
を

開
催
し
た
。
今
後
は
速
や
か
に

退
職
手
当
の
返
納
を
命
じ
る
処

分
を
決
定
し
、
返
納
を
求
め
て

い
く

　
佃
前
市
長
の
退
職
金
返
還
請

求
に
係
る
行
政
手
続
の
現
在
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
年

一
月
二
八
日
付
で
佃
前
市
長
に

対
し
、
四
月
二
四
日
に
聴
聞
を

開
催
す
る
通
知
書
を
送
付
し
、

準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
か
ら
、
聴
聞
の
期
日
を
延
期

し
、
六
月
九
日
に
改
め
て
開
催

し
た
。

　
当
日
は
、
本
市
職
員
を
も
っ

て
、
佃
前
市
長
の
代
理
人
で
あ

る
弁
護
士
及
び
参
加
人
に
対
し
、

予
定
さ
れ
る
不
利
益
処
分
の
内

容
及
び
根
拠
と
な
る
条
例
の
条

項
並
び
に
そ
の
原
因
と
な
る
事

実
を
説
明
し
、
そ
の
後
、
代
理

人
で
あ
る
弁
護
士
等
か
ら
意
見

が
述
べ
ら
れ
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
聴
聞
の

審
理
の
経
過
を
記
載
し
た
調
書

等
を
十
分
に
参
酌
す
る
中
で
、

速
や
か
に
退
職
手
当
の
返
納
を

命
じ
る
処
分
を
決
定
し
、
佃
前

市
長
に
対
し
返
納
命
令
書
を
送

付
し
、
返
納
を
求
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』   

二
項
目

　
コ
ロ
ナ
禍か

に
お
け
る
経
済
状

況
に
つ
い
て
は
、
市
独
自
及
び

国
、
県
の
支
援
策
に
よ
っ
て
も

到
底
救
い
切
れ
な
い
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
民
生
活
に
お

け
る
固
定
費
で
あ
る
税
金
に
関

す
る
納
税
相
談
は
非
常
に
重
要

な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
既
に
、
国
に
お
い
て
は
、
納

税
猶
予
等
の
措
置
を
講
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
市
に

お
け
る
市
税
等
の
納
税
相
談
に

つ
い
て
、
件
数
及
び
そ
の
対
応

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
納
税
通
知
書
等
の
各

種
通
知
に
納
税
相
談
の
案
内
を

同
封
す
る
な
ど
、
市
民
に
対
し
、

よ
り
一
層
の
周
知
を
図
る
方
策

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

市
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
た
相
談
は
、
四
月
一

日
か
ら
五
月
三
一
日
ま
で
に

四
六
三
件
で
あ
っ
た

　
納
税
相
談
に
つ
い
て
は
、
収

納
課
に
お
い
て
、
相
談
窓
口
を

常
設
し
て
お
り
、
様
々
な
納
税

相
談
に
応
じ
て
い
る
が
、
昨
今

の
特
徴
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し

た
相
談
が
増
加
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

の
納
税
相
談
の
件
数
に
つ
い
て

は
、
四
月
一
日
か
ら
五
月
三
一

日
ま
で
の
集
計
で
、
四
六
三
件

の
相
談
が
あ
り
、
う
ち
市
内
の

方
が
三
五
七
件
、
市
外
の
方
が

一
〇
六
件
で
あ
る
。

　
ま
た
、
過
去
に
滞
納
が
な
い

方
か
ら
の
相
談
は
、
三
〇
一
件
、

滞
納
が
あ
る
方
か
ら
の
相
談
は

一
六
二
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
う
ち
二
四
一
件
に
つ
い

て
納
税
の
猶
予
を
適
用
し
た
。

　
納
税
相
談
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

通
知
書
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
し
、
そ
の
中
で
納
税
相
談
に

つ
い
て
案
内
し
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』   

六
項
目

四
しのみやかずひこ
宮和彦議員
（清和会）

佃
前
市
長
の
退
職
金
返
還

請
求
に
つ
い
て
、
行
政
手
続

の
進
捗
状
況
を
伺
う

重
しげおか

岡秀
ひで

子
こ

議員
（日本共産党）

市
税
等
の
納
税
相
談
の
現
状

及
び
周
知
に
つ
い
て
伺
う

　

行
政
機
関
が
そ
の

権
限
の
行
使
に
先
立
ち
、

行
政
手
続
の
民
主
化
、

関
係
人
の
権
利
保
護
な

ど
の
た
め
、
相
手
側
や

利
害
関
係
人
な
ど
の
意

見
を
聴
く
手
続
。

聴ち
ょ
う
も
ん聞

と
は
？

新型コロナウイルス関連の納税相談が増加新型コロナウイルス関連の納税相談が増加
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市 議 会 だ よ り
　
八
幡
野
地
区
で
計
画
さ
れ
て

い
る
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
建

設
計
画
に
お
い
て
、
工
事
に
係

る
河
川
占
用
許
可
申
請
を
本
市

が
不
許
可
と
し
た
件
に
対
し
、

事
業
者
が
処
分
の
取
消
し
を
求

め
て
い
た
裁
判
で
、
静
岡
地
方

裁
判
所
は
五
月
二
二
日
、
本
市

に
対
し
て
処
分
の
取
消
し
を
命

じ
る
判
決
を
下
し
た
。

　
判
決
結
果
を
受
け
、
今
後
の

方
針
を
伺
う
。

市
長

控
訴
を
申
し
立
て
て
い
く

　
控
訴
申
し
立
て
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
複
数
の
弁
護
士
の

意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
不
許
可

処
分
が
正
当
な
判
断
で
あ
る
こ

と
を
主
張
し
て
い
く
。

　
外
出
や
移
動
の
自
粛
に
伴
っ

て
新
し
い
生
活
様
式
が
広
が
り
、

在
宅
勤
務
が
に
わ
か
に
注
目
を

集
め
た
。
在
宅
や
遠
隔
に
よ
る

勤
務
体
制
の
推
進
は
、
自
然
豊

か
で
都
心
に
近
い
本
市
が
移
住

定
住
施
策
を
進
め
る
好
機
で
あ

り
、
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
、
見
解
を
伺
う
。

市
長

移
住
定
住
を
改
め
て
推
進
す
る

機
会
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

　
移
住
定
住
に
つ
い
て
は
、
伊

東
市
移
住
定
住
促
進
プ
ラ
ン
を

整
備
し
て
進
め
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
移

住
相
談
会
や
、
移
住
定
住
促
進

現
地
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
事
業
な
ど
で

移
住
希
望
の
方
と
じ
か
に
接
触

す
る
一
方
で
、
企
業
誘
致
へ
も

力
を
入
れ
て
き
た
。

　
今
回
の
自
粛
生
活
に
よ
り
、

地
方
へ
の
移
住
を
検
討
し
た
り
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
再

考
す
る
方
が
増
え
て
い
る
と
思

わ
れ
、
移
住
定
住
施
策
を
改
め

て
推
進
す
る
機
会
と
捉
え
て
い

る
。
移
住
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
情
報
発
信
に
努
め
る
ほ

か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
等
を
使
っ
た

新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
、

新
た
な
価
値
や
可
能
性
を
見
い

だ
し
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
る
影
響
で
、
観
光

関
連
事
業
の
落
ち
込
み
は
こ
れ

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

事
態
と
な
っ
て
お
り
、
市
内
事

業
者
の
中
に
は
、
経
営
そ
の
も

の
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
も
少
な
く
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、

市
内
経
済
の
回
復
に
向
け
、
こ

れ
ま
で
に
例
の
な
い
規
模
の
経

済
対
策
が
必
要
に
な
る
と
考
え

る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
特
定
の

年
齢
層
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

た
Ｐ
Ｒ
や
優
待
に
よ
る
誘
客
施

策
、
ま
た
、
市
街
地
へ
の
誘
客

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
伊
東
駅
利
用
客
へ
の
助
成

に
関
し
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

市
長

効
果
的
な
施
策
を
迅
速
か
つ

柔
軟
に
実
施
し
て
い
く

　
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る

市
内
経
済
を
一
刻
も
早
く
回
復

さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
規
模
の
経
済
対
策
や
誘

客
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
施
策

に
つ
い
て
は
、
大
手
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト

を
活
用
し
た
消
費
対
策
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
、
大
型
連
休
の
宿
泊

を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
お
客
様
に

対
し
て
、
自
粛
へ
の
謝
意
と
来

訪
を
お
待
ち
し
て
い
る
旨
の
手

紙
を
お
送
り
し
、
本
市
の
名

産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
事

業
、
県
民
の
方
に
向
け
た
宿
泊

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
機
を
逃

さ
ず
、
迅
速
か
つ
柔
軟
に
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
よ

り
効
果
的
な
施
策
に
つ
い
て
検

討
を
続
け
て
い
く
。

　
ま
た
、
移
動
の
自
粛
が
緩
和

さ
れ
人
の
交
流
が
増
え
る
こ
と

を
見
据
え
る
中
で
、
宿
泊
と
鉄

道
の
利
用
を
パ
ッ
ク
に
し
た
旅

行
商
品
に
付
加
価
値
を
つ
け
る

な
ど
、
伊
東
駅
を
利
用
す
る
来

遊
客
の
消
費
喚
起
に
つ
な
が
る

施
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』   

七
項
目

田
た く ぼ ま き
久保眞紀議員

（会派に所属していない）

河
川
占
用
不
許
可
処
分
取
消

請
求
事
件
に
つ
い
て
、今
後

の
方
針
を
伺
う

移
住
定
住
に
関
し
今
後
の

見
解
を
伺
う

浅
あさ
田
だ
良
よしひろ
弘議員

（会派に所属していない）

歴
史
的
緊
急
事
態
に
際
し
、

観
光
業
を
は
じ
め
と
す
る
市
内

経
済
回
復
対
策
に
つ
い
て
伺
う

移住のホームページを開設していく移住のホームページを開設していく
（写真は伊東市移住プロモーション（写真は伊東市移住プロモーション

ビデオより）ビデオより）

Go! ITO! 静岡県民宿泊キャンペーンGo! ITO! 静岡県民宿泊キャンペーン
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市 議 会 だ よ り

9月定例会の予定

８月31日（月）開会
※日程等は、８月下旬の議会運営委員会において正式

に決定します。
　詳細は市議会ホームページにてご確認ください。

市
議
会
内
の
会
派
構
成

掲
載
は
会
派
代
表
者
を
先
頭
に
、
以
下
議
席
順

R2.8.1現在

正風クラブ

会派に所属していない議員

自民・伊東新時代。 日本共産党

公明党 清和会

四宮 和彦
しのみや かずひこ

杉本 憲也
すぎもと かず や

宮﨑 雅薫（代表）
みやざき まさしげ

佐山　正
さ やま ただし

佐藤　周
さ とう しゅう

青木 敬博
あお き よしひろ

長沢　正（代表）
ながさわ まさし

鳥居 康子
とり い やす こ

篠原 峰子
しのはら みね こ

井戸 清司（代表）
い  ど きよ し

重岡 秀子（代表）
しげおか ひで こ

佐藤 龍彦
さ とう たつひこ

杉本 一彦（代表）
すぎもとかずひこ

大川 勝弘
おおかわかつひろ

中島 弘道
なかじま ひろみち

田久保 眞紀
た く ぼ ま き

仲田 佳正
なか だ よしまさ

鈴木 絢子
すず き あや こ

浅田 良弘
あさ だ よしひろ

石島 茂雄
いしじま しげ お

4月	 6日	 議会活動活性化協議会
4月	 9日	 常任福祉文教委員会協議会
4月	20日	 議会報編集委員会
4月	21日	 常任観光建設委員会協議会
4月	22日	 議会運営委員会
4月	24日	 常任総務委員会協議会
4月	28日	 常任福祉文教委員会協議会
5月	12日	 議会運営委員会
5月	20日	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
5月	27日	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
6月	 9日	 議会運営委員会

令和２年３月定例会閉会から
令和２年６月定例会開会まで

閉会中の議会活動 全
国
市
議
会
議
長
会

議
員
表
彰

　
全
国
市
議
会
議
長
会
よ

り
、
永
年
勤
続
の
表
彰
を

受
け
た
議
員
に
対
し
、
六

月
定
例
会
に
お
い
て
そ
の

伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

一
五
年
以
上
勤
続

浅
田　
良
弘
議
員
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市 議 会 だ よ り

常任委員会だより常任委員会だより
～常任委員会審査の中から～

♦詳細は、８月下旬発行予定の６月定例会会議録の委員会審査報告をごらんください

税賦課徴収条例の改正に伴う
ひとり親に対する税制上の措置
について伺う。

全てのひとり親家庭に対し、
公平な税制支援をする観点から、
婚姻歴の有無や性別にかかわら
ず、一定の所得以下のひとり親
については、同一の「ひとり親
控除」を適用する。

新型コロナウイルス感染症に
感染した被保険者等に対する傷
病手当金の支給に関する条例に
ついて、概要を伺う。

給与等の支払いを受けている
本市の国民健康保険の被保険者
のうち、新型コロナウイルス感
染症の感染者または発熱等の症
状があり感染症の感染が疑われ、
その療養のために労務に服する
ことができない者が対象となり、
規定に基づく支給対象となる日
について、一定の計算式のもと、
傷病手当金を支給するものであ
る。

プレミアム付商品券事業につ
いて伺う。

市内経済の活性化策として、
プレミアム付商品券を発行し、
市内における消費拡大を図るも
のである。
　平成27年度に実施したジオ
パーク応援夢クーポンでは、地
元商店街と大型店とで利用でき
る枚数を分け、１冊5,000円に
20％を上乗せし6,000円分使用
できる商品券を７万冊完売した
実績がある。
　今回は、市内の多くの事業者
を応援することを目的に、対象
を市外資本の大型小売店舗を除
く市内店舗に限定した。業種は
絞らずに登録店舗を募り、幅広
い業種への効果を期待している。
１冊5,000円で6,000円分使用
できる商品券を10万冊発行す
る予定であり、市内在住者ある
いは在勤者の方１人につき10
冊まで購入できる。
　利用状況によっては、さらに
積極的な事業展開も検討してい
きたい。

子ども医療費の完全無償化
に伴う、新たな受給者証の交付
方法について伺う。

無償化の実施日が10月１日
であり、現在の受給者証の更新
と重なることから、新しい受給
者証を交付することで対応する。
また、子育て世帯への経済的な
負担軽減策として、令和２年４
月から９月までにかかった医療
費については、遡って還付がで
きる制度を設ける。

門野中学校で実施される給食
の池小学校との親子方式に関し、
現在、池小学校で行われている
給食の地産地消の取組は、引き
続き、共同調理場でも取り入れ
られるか伺う。

調理する給食数が増えること
から、農家などと協議する必要
はあるものの、これまで池小学
校が独自に行ってきた地産地消
の取組については、地域の食文
化を守る観点からも、今後も継
続して取り組んでいきたい。

総務委員会 観光建設委員会 福祉文教委員会

問 問 問

問
問

答
答

答

答

答

ひとり親に対する公平な支援を実施
改正前 → 改正後

ひとり親に対する公平な支援を実施
改正前 → 改正後

離婚・
死別 〇

未婚

500万円
以下

なし

×

男性

女性

控
除
の
対
象

所
得
制
限

〇

〇

500万円
以下

婚姻歴の
有無による
差を解消

性別による
差を解消

500万円
以下

市内経済の活性化を期待市内経済の活性化を期待

令和２年度から子ども医療費を実質無償化令和２年度から子ども医療費を実質無償化
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市 議 会 だ よ り

令
和
二
年
五
月
二
〇
日

～
委
員
会
開
催
～

　

ま
ず
、
本
特
別
委
員
会
の

運
営
方
針
及
び
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議
を
し
、

当
面
の
間
は
、
感
染
症
対
策
等

に
つ
い
て
当
局
に
対
す
る
政
策

提
言
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
、

本
特
別
委
員
会
の
活
動
方
針
が

諮
ら
れ
、
異
議
な
く
了
承
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、
六

月
初
週
を
目
途
に
市
長
に
対
し

提
言
を
し
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
政
策
提
言
の
具
体
的

な
協
議
に
入
る
こ
と
と
し
、
当

局
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料
を
参

考
に
、
提
言
事
項
を
取
り
ま
と

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
委
員

か
ら
は
、
様
々
な
見
地
か
ら
多

岐
に
わ
た
る
内
容
の
提
案
が
あ

り
、
そ
の
趣
旨
等
に
つ
い
て
説

明
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
提

言
と
は
別
に
、
早
急
に
要
望
を

す
る
事
項
と
し
て
、
給
付
金
等

の
申
請
に
お
け
る
窓
口
業
務
の

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
、
本
特

別
委
員
会
閉
会
後
に
議
長
か
ら

申
し
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
本
特
別
委
員
会
に
お

い
て
は
、
提
言
事
項
案
の
一
覧

を
示
し
、
こ
れ
を
集
約
す
る
こ

と
で
、
政
策
提
言
の
内
容
を
決

定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
五
月
二
七
日

～
委
員
会
開
催
～

　
ま
ず
、
前
回
の
委
員
会
閉
会

後
の
申
入
れ
に
つ
い
て
議
長
か

ら
報
告
が
あ
り
、
当
局
か
ら
、

必
要
に
応
じ
て
、
派
遣
等
を
検

討
す
る
旨
の
回
答
を
得
た
と
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
言
内
容
の
協
議
に
つ
い
て

は
、
委
員
長
に
お
い
て
、
企

画
・
危
機
管
理
、
財
政
、
観
光

経
済
、
教
育
、
医
療
福
祉
、
そ

の
他
と
し
て
、
提
言
事
項
案
を

分
野
ご
と
に
区
分
し
た
集
約
案

を
提
示
し
た
上
で
、
こ
れ
に
対

す
る
意
見
を
求
め
、
協
議
を
進

め
ま
し
た
。
提
言
は
、
感
染
症

対
策
の
み
な
ら
ず
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
経
済
対
策
な
ど
も
視
野
に

入
れ
て
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
、

委
員
の
認
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

全
て
の
案
の
趣
旨
を
確
認
し
、

一
つ
一
つ
内
容
の
精
査
及
び
集

約
を
す
る
こ
と
で
、
六
分
野
三

二
項
目
の
提
言
内
容
を
決
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
提
言
書
の
体

裁
に
つ
い
て
は
、
正
副
委
員
長

に
一
任
の
上
、
作
成
後
に
委
員

に
提
示
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
提
言
に
つ
い
て
は
、
議

会
を
代
表
し
、
議
長
か
ら
市
長

に
対
し
て
提
言
書
を
提
出
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
そ
の
他
の
協
議
事
項

と
し
て
提
案
さ
れ
た
行
政
視
察

旅
費
及
び
個
人
調
査
活
動
費
の

削
減
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し

た
。
議
員
一
人
当
た
り
の
旅
費

合
計
額
二
〇
万
円
の
う
ち
、
一

五
万
円
を
削
減
す
る
こ
と
に
つ

い
て
提
案
が
さ
れ
、
合
意
が
得

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
議
長
に
対

し
本
特
別
委
員
会
の
協
議
結
果

を
報
告
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
本
特
別
委
員
会
の
運
営

方
針
を
確
認
す
る
中
、
六
月
定

例
会
終
了
後
に
改
め
て
日
程
調

整
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
六
月
三
日

～
市
長
へ
の
提
言
～

　
市
長
に

対
し
、
本

特
別
委
員

会
の
結
果

と
し
て
取

り
ま
と
め

た
提
言
書

を
提
出
し

ま
し
た
。令

和
二
年
六
月
一
五
日

～
中
間
報
告
～

　
令
和
二
年
六
月
定
例
会
初
日

に
お
い
て
、
当
局
、
市
民
と
の

情
報
共
有
を
目
的
と
し
て
、
登

壇
の
上
、
本
特
別
委
員
会
の
中

間
報
告
を
し
、
異
議
な
く
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

っ
て
生
活
変
容
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
。
本
市
も
按
針
祭
を
や
む

な
く
中
止
し
、
花
火
の
上
が
ら

な
い
寂
し
い
夏
と
な
り
ま
し
た

が
、
下
を
向
い
た
ま
ま
で
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
三
密
を
回
避
し

た
新
し
い
手
法
に
挑
戦
し
、
試

行
錯
誤
の
日
々
を
送
ら
れ
て
い

る
各
分
野
の
皆
様
に
は
、
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、

テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
移
住
施

策
推
進
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
つ

け
ら
れ
た
こ
と
は
収
穫
で
す
。

　
臨
時
会
や
コ
ロ
ナ
対
策
特
別

委
員
会
を
経
て
、
新
人
六
人
を

含
む
第
一
九
期
議
員
も
、
間
も

な
く
一
年
が
た
と
う
と
し
て
い

ま
す
。  

（
佐
藤
周
）

議
会
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長　
　
佐
藤　
龍
彦

　
副
委
員
長　
　
杉
本　
憲
也

　
委　
　
員　
　
佐
藤　
　
周

　
　

 

〃　
　
　

  

篠
原　
峰
子

　
　

 

〃　
　
　

  

大
川　
勝
弘

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

※
議
員
の
旅
費
に
つ
い
て
は
、
一
人

当
た
り
一
五
万
円
を
削
減
す
る
こ

と
に
決
定
し
、
九
月
定
例
会
の
補

正
予
算
に
計
上
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

※
「
提
言
書
」
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。
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「

い
と

う
市

議
会

だ
よ

り
」は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
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